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人

は

何

の

た

め

に

働

く

の

だ

ろ

う

か

。

働

く

こ

と

そ

の

も

の

が

楽

し

く

て

仕

方

が

な

い

と

い

う

人

も

い

る

だ

ろ

う

。

本

来

教

師

と

い

う

職

業

は

そ

ん

な

働

き

方

が

多

か

っ

た

。

し

か

し

超

過

労

働

時

間

が

、

月

に

１

０

０

時

間

を

超

え

た

と

し

た

ら

、

そ

れ

で

も

楽

し

い

だ

ろ

う

か

▼

リ

メ

イ

ク

さ

れ

た

映

画

「

蟹

工

船

」

を

見

た

。

人

間

ら

し

く

生

き

る

た

め

に

働

く

は

ず

が

、

人

間

と

し

て

扱

わ

れ

な

い

極

限

の

労

働

環

境

の

中

で

は

、

働

く

こ

と

を

辞

め

る

こ

と

こ

そ

が

人

間

ら

し

く

思

わ

れ

る

▼

こ

れ

は

過

去

の

時

代

の

こ

と

な

の

だ

ろ

う

か

。

ふ

と

今

の

教

育

現

場

を

思

い

、

映

画

と

重

な

る

部

分

が

感

じ

ら

れ

る

。

い

つ

も

仕

事

の

こ

と

が

頭

か

ら

離

れ

な

い

と

い

う

ベ

テ

ラ

ン

、

目

の

前

の

事

務

的

な

仕

事

を

こ

な

す

こ

と

に

追

わ

れ

、

授

業

の

準

備

や

子

ど

も

た

ち

の

こ

と

を

考

え

る

余

裕

が

な

い

と

い

う

若

い

教

員

、

新

任

も

研

修

に

忙

し

く

、

疲

れ

て

体

調

を

崩

し

て

い

る

。

み

ん

な

そ

れ

ぞ

れ

の

持

ち

場

で

踏

ん

張

る

こ

と

に

精

一

杯

で

教

員

の

精

神

的

疾

患

が

増

え

て

い

る

。

「

蟹

工

船

」

の

労

働

者

の

よ

う

に

、

劣

悪

な

労

働

条

件

に

慣

ら

さ

れ

、

あ

き

ら

め

さ

せ

ら

れ

て

、

働

か

さ

れ

て

い

る

▼

松

田

龍

平

の

「

仕

方

が

な

い

と

思

う

な

！

」

「

自

分

の

こ

と

だ

！

」

「

立

ち

上

が

れ

！

」

と

一

人

一

人

に

呼

び

か

け

る

言

葉

が

、

胸

に

突

き

刺

さ

る

。

（

Ｈ

）
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六

月

二

十

七

日

、

今

回

で

十

六

回

目

を

迎

え

る

「

知

多

平

和

学

習

会

」

が

開

か

れ

、

学

生

･

教

員

･

市

民

な

ど

約

五

十

名

の

参

加

が

り

ま

し

た

。

今

回

は

自

衛

隊

イ

ラ

ク

派

兵

差

し

止

め

訴

訟

弁

護

団

の

事

務

局

長

で

あ

る

川

口

創

弁

護

士

を

招

き

、

こ

の

判

は

じ

め

決

が

示

す

も

の

と

現

在

の

憲

法

九

条

の

お

か

れ

た

状

況

に

つ

い

て

話

を

聞

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

す

で

に

戦

争

に

「

参

加

」

国

民

す

べ

て

に

責

任

講

演

の

中

で

、

氏

は

具

体

的

な

事

柄

に

触

れ

「

こ

れ

か

ら

イ

ラ

ク

の

人

々

を

殺

し

に

行

く

、

今

殺

し

て

き

た

米

兵

を

実

際

に

航

空

自

衛

隊

が

ク

ゥ

エ

ー

ト

ま

で

運

ん

で

い

る

。

こ

れ

は

、

殺

人

者

を

殺

す

相

手

の

玄

関

先

ま

で

運

ん

で

、

ま

た

連

れ

帰

る

こ

と

で

あ

り

、

こ

れ

は

完

全

な

『

共

犯

関

係

』

で

あ

る

」

こ

と

、

そ

の

こ

と

を

裁

判

所

が

慮

っ

て

「

憲

法

違

反

で

あ

る

」

と

い

う

判

断

を

出

し

た

画

期

的

な

判

決

で

あ

る

と

位

置

づ

け

ま

し

た

。

ま

た

、

「

平

和

を

守

る

」

と

い

う

こ

と

に

触

れ

、

「

あ

な

た

方

、

教

職

員

の

の

旗

に

『

教

え

子

を

戦

場

に

送

る

な

』

と

あ

る

が

、

も

う

す

で

に

送

っ

て

い

る

と

い

う

現

実

を

見

据

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

」

そ

し

て

、

「

日

本

が

民

主

主

義

の

国

を

標

榜

す

る

な

ら

ば

今

回

の

派

兵

の

責

任

は

、

国

民

一

人

ひ

と

り

が

負

う

も

の

で

あ

る

こ

と

も

自

覚

す

べ

き

」

な

ど

、

平

和

を

守

る

側

の

責

任

に

つ

い

て

も

言

及

し

ま

し

た

。そ

の

上

で

、

今

回

こ

の

よ

う

な

画

期

的

な

判

決

が

出

た

こ

と

に

対

し

、

「

提

訴

し

た

結

果

で

あ

る

」

と

、

ま

ず

は

国

民

が

怒

り

行

動

す

る

こ

と

の

大

切

さ

を

呼

び

か

け

ま

し

た

。

今

後

に

生

か

せ

九

条

の

精

神

最

後

の

あ

い

さ

つ

に

立

っ

た

岩

澤

委

員

長

は

半

田

市

で

か

つ

て

行

わ

れ

た

『

立

腰

教

育

』

に

つ

い

て

触

れ

、

「

誰

も

が

お

か

し

い

と

思

っ

て

い

る

こ

と

で

も

、

そ

の

こ

と

に

誰

も

が

反

対

の

意

志

を

示

さ

ず

突

き

進

ん

で

い

く

危

う

さ

」

に

つ

い

て

問

題

提

起

し

ま

し

た

。

参

加

者

か

ら

は

「

改

憲

手

続

き

法

・

施

行

が

目

前

と

な

り

、

憲

法

九

条

を

守

る

た

め

の

運

動

が

本

当

の

正

念

場

を

迎

え

つ

つ

あ

る

今

、

元

気

と

勇

気

を

与

え

て

く

れ

る

学

習

会

・

講

演

で

し

た

。

」

「

あ

き

ら

め

ず

に

声

を

上

げ

る

こ

と

と

、

細

々

で

も

続

け

る

こ

と

。

何

度

も

自

分

に

納

得

さ

せ

る

こ

と

で

、

参

加

で

き

て

よ

か

っ

た

で

す

。

」

な

ど

と

い

う

感

想

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

北から南から ～～ 支部だより ～～

7月18日（土）大府市で子育て講演会を開催しました。「「「「不登校、

そのとき父は」－親父たちの声を聞こう－というテーマのパネルデ

ィスカッションとフリートークでした。北部支部で取り組んでいる「ひまわ

りの会」という親と教師の会で毎年開催しているものです。

「ひまわりの会」には、母親が参加することが多く、父親が参加するこ

とはごく稀です。今回は、父親の声をたくさん聞くことができ、貴重な会

になりました。

学校へ行かないことが容認できないこと。毎日会社に行く自分の生

活と、出られない行けない子どもの生活とのギャップに苦しんだこと。無

駄だとわかっているのに原因探しをしてしまうこと。子どもと、子どもを一

生懸命世話する母親に疎外感を感じること。などの苦しい父親の胸の

内を知ることができました。

また、不登校から立ち直るきっかけになった、人との出会いや親身

になって対応してくれた学校のことなど、いろいろな教訓も学びまし

た。

「知恵のある者は知恵を出せ 知恵のない者は汗を出せ 知恵も汗

も出さない者は去れ」という企業戦士として生きてきた父親たちが不登

校やいじめに対応できないことを理解しつつ、夫婦が協力して子ども

たちに接していくことが必要であると感じました。 （S）

今

年

も

市

町

校

長

会

長

と

の

話

し

合

い

が

始

ま

り

ま

す

。

今

年

は

４

・

３

通

知

か

ら

始

ま

っ

た

労

働

安

全

衛

生

法

の

考

え

方

を

学

校

の

現

場

に

具

体

的

に

適

用

す

る

た

め

、

「

労

働

時

間

の

記

録

」

を

管

理

者

で

あ

る

校

長

に

迫

る

こ

と

が

大

き

な

目

的

に

な

り

ま

す

。

ま

た

、

各

職

場

で

の

勤

務

時

間

の

割

り

振

り

と

、

割

り

振

り

簿

の

整

備

も

平

行

し

て

進

め

る

こ

と

も

大

切

で

す

。

割

り

振

り

の

実

情

に

関

し

て

は

市

町

間

の

隔

た

り

が

大

き

い

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

遅

れ

て

い

る

地

区

は

強

力

に

割

り

振

り

簿

の

整

備

を

推

し

進

め

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

各

市

町

各

市

町

各

市

町

各

市

町

のののの

校

長

会

長

校

長

会

長

校

長

会

長

校

長

会

長

と

の

と

の

と

の

と

の

話話話話

しししし

合合合合

いいいい

始始始始

ま

る

ま

る

ま

る

ま

る

違
法
な
状
態
の
勤
務
時
間
管
理
は
や
め
さ
せ
よ
う

『教
え
子
を
戦
場
に
送
る
な
』
に
立
ち
返
り

平
和
憲
法
を
守
る
取
り
組
み
を
！

第

回

知
多
平
和
学
習
会
開
か
れ
る

16

労

働

時

間

の

記

録

で

言

え

ば

、

記

録

を

し

て

い

な

い

と

い

う

事

実

が

明

ら

か

に

な

れ

ば

「

違

法

行

為

」

と

な

る

こ

と

か

ら

、

知

教

労

と

し

て

も

弁

護

士

と

相

談

の

上

、

法

的

な

措

置

を

と

っ

て

い

く

こ

と

も

考

え

て

い

ま

す

。

す

で

に

知

多

地

方

５

市

５

町

の

の

校

長

会

長

に

は

こ

の

問

題

が

伝

わ

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

こ

と

を

確

認

し

な

が

ら

話

し

合

い

を

進

め

て

い

く

予

定

で

す

。
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がんばるがんばるがんばるがんばる県下各地県下各地県下各地県下各地のののの連帯組合連帯組合連帯組合連帯組合 知ってるってるつもり・Ｑ＆Ａ

支部活動の内容は？支部活動の内容は？支部活動の内容は？支部活動の内容は？

いま一度振り返ろう！ 労働運動の歴史と基本 第２回（６回連載）第２回（６回連載）第２回（６回連載）第２回（６回連載）

先月から、労働運動の歴史を振り返り、私たちが団結してたたかう意義をもう一度考えるというシリーズを連載しています。第２回は、労働運動の

始まりと労働組合の結成についてです。

Ｑ ３月のこのコーナーで、知教労に加入すると、支部に所属し、各

支部の会議に参加すると書かれていました。紙面にも支部だよりの

コーナーがありますが、支部とはどのような単位なのでしょうか。ま

た、支部会議では具体的にどのようなことを話し合うのでしょうか。

Ａ いつも知教労ニュースを読んでいただきありがとうございま

す。知教労でいう支部とは、知多管内５市５町を北・西・中・南の

４つの地域に分け、勤務校のある地域の支部に所属します。異

動があれば、組合の支部も変わります。

支部会議は月に１～２度開かれます。ある支部の議題の例を

示すと………。

・各学校の状況

・平和学習会に向けた取り組みについて

・校長会長との話し合いについて

・春のハイキングについて

・各専門部会の取り組みについて ……など

このように、各学校がかかえている問題を話し合ったり、そ

れを改善していくために市町の校長会長や教育委員会などと話

し合ったりすることを進めたりしています。

こうして書くと、ずいぶん堅苦しく思われがちですが、実際はお茶

を飲みながら愚痴を出しあったりすることもあります。

いずれにしても、真剣に本音で話し合いをします。上意下達で

活動するようなこともありません。これを読んでくださっているみなさ

んも、ぜひ私たちと共に歩みましょう。

勤務時間記録への闘い

全教名古屋の活動紹介

先月の本紙で紹介しましたが、労働安全衛生法の改正により昨年

度からすべての事業所で始業終業時刻を記録し、長時間の時間外勤

務者には医師の面接をさせることが義務づけれらました。しかし、

愛知県下では法に従った記録がなされておらず、この状態を何とか

しようと、全教名古屋は昨年度７件の措置要求を行ないました。

措置要求は、正式には『勤務条件に関する措置の要求』と言い、

労働基本権が制限されている公務員に対し、個人の立場で自由に意

見を表明する権利を保護するために設けられた制度です。

名古屋市人事委員会の出したすべての判定書で申し立てが却下さ

れましたが、判定を出すたびに人事委員会からの市教育委員会に対

しての注文が増え、７件目では「各市立学校長による勤務時間管理

と市教委面接指導とを効果的に関連づけることがより望ましい」と

せざるをえませんでした。

また、始業終業時刻の記録が、措置要求をした本人の分しかなく、

措置要求後については記録がなされていないという違法ともなりか

ねない状況もあります。判定では記録のあいまいさにも触れざるを

えませんでした。

６月にも全教名古屋は新規措置要求書を提出

し受理されました。今後どのような展開を見せ

るか、全教名古屋と市人事委員会の回答から目

が離せません。

まず、前回の復習です。１８世紀にイギリスで始まった産業革命の結

果、資本家が工場を経営して労働者を働かせ大きな利益を追求する、

資本主義の生産形態が生まれました。資本家の目的は、多くの利益を

上げることであり、そのために、

・労働者を安い給料（賃金）で、働かせる

・長い時間働かせる

・子どもや女性を劣悪な労働条件下で働かせる

などの労働問題が顕著になったことを書きました。

さて、本題です。この頃の労働者は、子供が病気になっても医者にも

みせられず、親が死んでも葬式も出せないような貧しい生活が当たり前

でした。

労働者は、自分たちの目の前にある工場の機械こそが、苦しい労働

を生み出す根源だと考え、イギリス各地で機械の打ちこわし運動を起こ

しました。やがて、賃金の一部を拠出して基金を作り、災害、病気、失業

に苦しむ仲間に渡す相互扶助の組織を作って、労働組合へと発展させ

ていきます。

あわた資本家は、イギリス政府に働きかけて団結禁止法を制定させま

す。イギリスばかりでなく、フランス、アメリカなどでも同様の法律が制定

され、多くの労働者が取り締まりの対象になりました。

しかし、労働運動が資本主義社会の現実に根ざしている以上、こ

のように弾圧を強くしても労働者の闘争と組織が強くなるばかりであっ

たため、イギリス政府は１８２４年、団結禁止法を撤廃することを余儀な

くされます。イギリスでは世界で初めて労働者が団結権を勝ち取

り、アメリカ、フランス、ドイツなどでも団結権獲得の運動が

広がりました。これ以後、労働運動は組織による永続的な運動

に移行し、民主的な選挙制度の確立を求める運動につながって

いきます。

普通選挙制度・無記名投票をもとめて立ち上がる民衆と

それを取り締まる警官
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